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２学年 あさひのプロジェクト（総合的な学習の時間） 単元デザイン 

 

◇ あさひのプロジェクト（総合的な学習の時間）の目標 

探究的な見方・考え方を働かせ、デザイン思考の過程の中で自分のできる実践を繰り

返し行うことを通して、自分の考えを広げ深めながら課題を解決し、実生活・実社会に

おける自分の可能性や価値を認識し、社会に生かそうとする意欲を高める。 

ア 日常生活や社会に目を向けて、そこから湧き上がってくる疑問や関心に基づいて自

ら課題を見つけ、探究のプロセスを繰り返しながら豊かに学んでいる。 

イ 課題に対して、多様な角度から俯瞰して捉えながら、自らの知識や技能等を総合的

に働かせて、目前の具体的な課題に粘り強く対処し、解決しようとする。 

ウ 探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら自

己の生き方を考え、積極的に社会参画しようとする。 

 

◇ あさひのプロジェクトにおける新たな価値を創造できる資質・能力の捉え 

ア 問題発見・解決能力 イ 批判的思考力 
ウ 自分のよさや可能性を認識し、 
その力をさらに伸ばしたり、 
社会に生かそうとしたりする力 

日常生活や社会に目を向け
て、そこから湧き上がって
くる疑問や関心に基づいて
自ら課題を見つけ、探究の
プロセスを繰り返しながら
豊かに学習すること 

課題に対して、多様な角度
から俯瞰して捉えながら、
自らの知識や技能等を総合
的に働かせて、目前の具体
的な課題に粘り強く対処
し、解決しようとすること 

探究的な学習に主体的・協働的に取
り組むとともに、互いのよさを生か
しながら自己の生き方を考え、積極
的に社会参画しようとすること 

 

１ 単元名・学年「これからの社会と関わる私」・２年 

 

２ 単元のねらい 

自己の生き方を見いだす場面で、講演会や先行体験、社会体験学習から学んだことを

基に、「自己の生き方」についての問いを更新することを通して、これから大切にして

いきたい自分の生き方について考えをもつことができる。 

 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

知 
① 
 
 

 
知 
② 
 
 
 

技 

 地域で働く人々の生き方
を自分との関わりで考える
ことは、自己の生き方を深
めることにつながると気付

いている。 
地域で働く人々の生き方

とその理由を考える学習
が、自己の生き方に深く関
わっていくことを理解して
いる。 

収集した情報を分類し、
分かりやすい方法で表して
いる。 

思 
① 
思
② 

 
思
③ 
 
思
④ 

 

自分で課題を設定し、解決の
見通しをもっている。 
必要な情報を明確にし、目的

に合った方法で情報を収集して

いる。 
目的に合わせて情報を分類し

たり、効果を意識して表現方法
を組み合わせたりしている。 
目的に応じて、自分の考えを

まとめ、適切な方法で表現して

いる。 

態 
① 
 
 

態 
② 
 
態 
③ 
 

 課題解決に向けて見通しをもち、
粘り強く取り組み 、活動を振り返り
ながら、次時の活動に生かそうとし
ている。 

自分の意思で、課題の解決に向か
って、活動に取り組もうとしてい
る。 
地域で働く人々が大切にしている

生き方と自分との関わりに関心をも
ち、今後の学習や生活の在り方を積

極的に考えようとしている。 

 ※新たな価値を創造できる資質・能力の評価は、上記の評価規準を関わらせて行う。 
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４ 単元展開（全 40時間扱い、本時は単元終了後に実施） 

※あさひのプロジェクト（20 時間）だけでなく、新設教科「あさひのラーニング」の時数（20 時間）

も加えた、計 40時間で実施 

段 

階 
学習活動 

時 

間 

前 
単 
元 

・前単元「これからの社会に触れる私（第２期）」では、以下の学習を実施している 

①「自分史マップ」これまでの自分を振り返る学習 

②「私の啓発録」橋本佐内さんの「啓発録」を参考に、自分の生き方について考える学習 

(

10) 

導 

 

入 

・前単元で学習した「自分史マップ」や「私

の啓発録」について振り返り、本単元「こ

れからの社会に関わる私」についてのガイ

ダンスを聞く。 

・「「自分史マップ」と「私の啓発録」を基

に、「これから大切にしていきたい自分の

生き方」について考え、Ｙチャートを用い

て「自分の生き方（以後、『14 歳の問い』

と表記）①」を立てる（図１）。 

１
・
２ 

展 

 

開 

【講演会（本校の学習に協力してくださる企業の方を講師としてお招きして、14 歳の問い

についてご講演いただく機会）】 

・前時に考えた「14 歳の問い①」と講演会の内容がどのように関わるかという視点で、講

演会を聞く。 

   
図２ 講演会の様子（第３時） 

・講演会を通して学んだことや感じたことを振

り返り、「14 歳の問い①」に対する考えをまと

め、「14歳の問い②」へ更新する（図３）。 

 

【座談会（学級・学年を超えた人が集まり、話

合いの視点に沿って意見交換をする機会）】 

・「「14 歳の問い②」を基に、学年内で講演会を通

して変容した「14 歳の問い」についての座談

会を行い、問いを修正・改善する。 

３
～
５ 

 

図１ 生徒が作成したＹチャート（第２時） 

図３ 生徒が作成したＹチャート（第４時） 
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展 

 

開 

【先行体験（学級単位で行う校外活動）】 

・学級ごと、先行体験を行う企業について、事前調査を行い、先行体験の意義について考

える（図４）。また、先行体験を行う際のマナーや注意点を確認する。 

 
図４ 事前調査の様子（第６時） 

・「「14 歳の問い②」の視点から、学級ごと先

行体験を行う 

※令和６年度は、以下の企業先で活動を実施 

・ホクト株式会社 

・サンクゼール株式会社 

・花工房福祉会エコーンファミリー 

・信濃毎日新聞 

・長野地方検察庁 

 

・先行体験の学習を基に、「14 歳の問い③」

へ更新する（図５）。 

６
～
９ 

・社会体験学習＊についてのガイダンスから、働くことと関わりながら、「これから大切に

したい自分の生き方」について考える学習であることを捉える。 

＊本校では、「自分の生き方（14 歳の問い）」を視点として行う職場体験を、社会体験学習

と呼んでいる。 

［社会体験学習の目的］ 

・社会で働く人々のひたむきな生き方に共感し、仕事への誇りや生きがいをもつことの大切

さを見いだす。 

・将来の夢に向かい、自分が大切にしたい生き方を問い続けながら生活していこうとする。 

・地域社会に広く師を求め、多様な価値にふれながら自分の生き方を探ろうとする。 

・参加する事業所へ代表生徒が電話連絡し、活動内容について、メンバーに共有する。 

※基本的に生徒の割り振りは、教員が生徒の住んでいる地域を参考に割り当てる。事業所

の受け入れ人数にもよるが、大体１～８人程度の割り振りとなる。教員からの事前の事

業所への連絡で、本校の「社会体験」の目的について理解をいただいた上で事業所の

方々に受け入れていただく。 

10

・
11 

【ヒューマン・ウィーク（全校で、４日間の授業すべてを総合的な学習の時間として集中

的に確保する、本校独自の特別日課）】 

《令和６年度の２学年のヒューマン・ウィークの活動》 

＊＊本校では、事業所の方々を学校へ招き、２日間の社会体験学習から学んだことを発表

したり、事業所の方々から意見をもらったりする活動をワークショップと称して実施

している。令和６年度は 30名程度の参加があった。 

１～２日目 ３日目 ４日目 

社会体験学習 

（校外活動） 

社会体験学習のまとめ 

（学校で実施） 

ワークショップ＊＊ 

単元のまとめ 

 

図５ 生徒が作成したＹチャート（第９時） 
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展 

 

開 

・事前の「14歳の問い③」の視点から、２日間の社会体験学習を行う（図６）。 

 

図６ 社会体験学習の様子 

・社会体験学習における、受け入れ先の働い

ている方々の言動や行動を基に、自分の立

てた「14 歳の問い③」についての答えを

「14歳の決意」としてまとめる（図７）。 

・社会体験学習を通して学んだことについて

まとめ、自身の「14 歳の決意」について考

えをもつ。また、ワークショップに向け

て、発表の準備をする。 

※「社会体験学習のまとめ」は後述する「６

ページ ６ 資料」で示す。 

12

～
27 

終 

 

末 

【ワークショップ】 

・社会体験学習を受け入れてくださった事業所の方々を学校に招き、社会体験学習のまと

めとして、「社会体験学習前の『14歳の問い③』とその設定理由」、「社会体験学習を通し

て学んだこと」、「「『14歳の決意』に対する自分のもった答え」を発表し、グループ内で意

見交換をする（図８）。 

  

  
図８ ワークショップの様子 

・単元のまとめとして、これまでの「14 歳

の問い」を振り返りながら、「14 歳の決

意」に対する考えをまとめる（図９）。 

※「単元のまとめ（拡大版）」は後述する「６ページ ６ 資料(2)」で示す。 

28

～
30 

図７ 生徒が作成したＹチャート（第 25時） 

図９ 生徒が作成した単元のまとめ（第 30時） 

＜本時は、単元終了後、次単元との接続の場面で実施する。詳細は次ページを参照。＞ 
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５ 本時について 

（1）本時のねらい 

次単元「これからの社会を生きる私」における自身の活動について考える場面で、

「シーズ（自分の特徴）」や「ニーズ（社会課題）」についての理解を深めたり、同学年

の意見や１年生や３年生と意見交換をしたりする座談会を通して、「シーズ」を「ニー

ズ」と関わらせて、次単元「これからの社会を生きる私（第１期）」に向けた自身の活

動を決めだすことができる。 

 

（2）本時の位置付け（次単元「これからの社会を生きる私（第１期）」への接続について） 

本単元「これからの社会と関わる私」において、生徒は、「自己の生き方」を更新し

てきた過程を基に、「大切にしたい生き方」の問いの更新をし、問いの深まりを自覚し

ていく。そして、次単元「これからの社会を生きる私」の学習に移行する。 

次単元「これからの社会を生きる私」は、第１期～第３期と段階があり、第１期では

主に、第２期で行うチーム別活動の軸となるテーマ「社会貢献」における活動を、「自

己の生き方」と関わらせながら見いだしていく（図 10）。 

この２単元の接続を円滑に行うために、本校あさひのプロジェクトが大切にしている

「自己の生き方」をテーマとした異学年による座談会を設定した。 

 

「これからの」 

 

図 10 あさひのプロジェクトの単元接続のイメージ（星印が本時の位置） 

 

（3）本時（座談会）設定のいきさつ、異学年との交流の機会について 

①「本単元「これからの社会と関わる私」で考えた「これから大切にしていきたい自己

の生き方」についての問いは、今後の学習でも更新し続けていくことを全体で確認し、

「生き方Ｙチャート」（図７）の作成を通してテーマ「自己の生き方の問い」につい

て考えをもった。 

②「「自己の生き方の問い」が、次単元である「これからの社会を生きる私」における

「自己の生き方」についての学習の土台となることを全体で確認した。 

③「「生き方Ｙチャート」を基に、自分自身を改めて捉え直し、シーズ（自分の特徴）

について考えた。さらに、ニーズ（社会課題）についても考え、自分のできそうな活

動やしたい活動を決めだし、「あさプロ活動Ｙチャート」を作成した。 

④「「あさプロ活動Ｙチャート」（８ページ ６ 資料(3)を参照）での活動を決めだす際

に、どのようにシーズとニーズを関わらせて活動を決めていけばよいか困っている生

徒の考えを全体に共有し、「他の友の考えも聞いてみたい。」という生徒の願いを取り

上げ、他クラスとの座談会を行うことを全体で確認した。 

⑤「他クラスでも同様の困り感があったため、テーマ「「『あさプロ活動Ｙチャート』にお

けるシーズとニーズを関わらせた活動について」について、座談会を行い、友と意見

交換した。 

⑥「座談会では、生徒からシーズとニーズを関わらせていくためには、「ニーズをより知

ることが必要である。」という考えが多く出された（ネットなどの情報だけでは現実

的（身近）ではない）。そこで、「もっとニーズについて知っている人の話を聞きた

い。」という生徒の願いを共有し、異学年による座談会を設定した。 

 

 

１年生 

「これからの社会に触れる私」 

２年生 

「これからの社会と関わる私」 

２年生 

「これからの社会を生きる私（第１期）」 

 

３年生 

「これからの社会を生きる私（第２期）」 
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（4）座談会における各学年生徒に期待する姿について 

・１年生：自身もこれから行うことを自覚しながら、質問をする姿。 

・２年生：１、３年生のアドバイスや質問から、ニーズの具体やシーズをニーズに関わ

らせることについて理解したり、自身の活動内容を決めだしていくための情

報収集をしたりしようとする姿。 

・３年生：活動を実践している立場として、シーズやニーズなどの具体的なアドバイス

をする姿。 

 

６ 資料 

（1）社会体験学習のまとめの例 
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（2）単元のまとめ（14 歳の決意）の例 

 

 



- 8 - 

（3）あさプロ活動 Yチャートの例 

 

 


